
１　主要野菜の生産出荷状況 　　※レポートの読み方については、注意書きを参照してください

指定野菜の関
東・近畿ブ
ロック
旬別平均販売
価額

下旬 上旬 中旬 平均価格（点線）は、レポート期間中に変動する場合があります。
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保証基準額
の算定の基
となる平均
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指定野菜の関東・近畿
ブロック

旬別平均販売価額

種　類

２月中旬の関東
及び近畿ブロックの
入荷量
（　）内は、本年と
過去３カ年平均値
との比率

                              生育及び価格の３月上旬までの見通し

１月の価格情報 ２月の価格情報

平均価格

228.85 289 228.85 285 300

(126%) (124%) (131%)

219.65 245 219.65 267 295

(111%) (122%) (134%)

96.99 109 96.99 111 117

(113%) (114%) (121%)

96.99 106 96.99 106 116

(109%) (110%) (120%)
注：

１　主要野菜の生産出荷状況（特定野菜）

東京都・
大阪市場の
旬別価格

下旬 上旬 中旬 平均価格（点線）は、レポート期間中に変動する場合があります。

307.40 523 274.14 682 590

(170%) (249%) (215%)

417.58 568 367.08 732 624

(136%) (199%) (170%)

335.74 360 322.96 389 400

(107%) (120%) (124%)

188.58 246 196.38 233 265

(130%) (119%) (135%)

152.30 196 141.29 206 215

(129%) (146%) (152%)

137.79 241 140.01 209 231

(175%) (149%) (165%)
注：

２　トピック　　－　はくさいの需給動向について　－

●問い合わせ先 独立行政法人農畜産業振興機構 野菜需給部　需給業務課 安藤、松岡、植村　TEL03-3583-9448、FAX03-3583-9484　ご意見、ご要望をお寄せください。

◆「野菜の需給・価格動向レポート」は月2回公表しています。公表時にメルマガでお知らせしますので、ご希望の方は当機構のホームページのトップ画面、メールマガジンから登録してください。

★この「野菜の需給・価格動向レポート」は、http://vegetan.alic.go.jp/vegetable_report.html に掲載しています。

※無断転載禁ず　・レポートに記載された情報をご利用になったことにより生じたいかなる損害に関して、当機構は一切の責任を負いません。

愛知(37)，香川(24),
埼玉(11)

徳島(34)，香川(12)，
熊本(9)，和歌山(8)，
長崎(7)

・111t
（62%）

２月中旬の東京都・
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・426t
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北海道(76)
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（69%）

・68t
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（107%）

・40t
（76%）

千葉(91)

徳島(50)，福岡(30)

埼玉(42)，千葉(37)

・178t
（86%）

１ 平均価格は、過去６カ年（平成20～25年）の関東及び近畿ブロックの中央卸売市場の各指定野菜の卸売価格を物価指数で修正した価格の平均（消費税は除く）で、保証基準額の算定の基となる価格。
２ 旬別平均販売価額の赤字及び青の背景は平均価格と比較して150％以上のもの、太字及び赤の背景は保証基準額（平均価格の90％）を下回るもの（消費税は除く）であるが、必ずしも事業が発動するとは限らないため、あくまで参考である。
３ 単位は円/ｋｇ、上段は関東、下段は近畿ブロック。
４ 主産地は、東京都及び大阪市中央卸売市場への出荷の多い県名。（　）内は入荷シェアで平成28年実績である。
５ コメントは、都道府県、出荷団体、都道府県野菜価格安定法人、卸売会社等からの聴き取りをもとに機構が作成したもの。

北海道(69)，鹿児島(26)

愛媛(51)，宮崎(16)，
熊本(10)

・214t
（77%）

２月の価格情報１月の価格情報

埼玉産は、貯蔵ものからの計画的な出荷となっており、昨秋の天候不順により肥大不足で小玉傾向と
なっていることから、引き続き平年よりやや少なめの出荷の見込み。千葉産は、貯蔵ものからの計画的
な出荷となっており、作付面積の減少に加え、定植時の干ばつ傾向により肥大が進まず、小玉傾向と
なっていることから、引き続き平年よりやや少なめの出荷の見込み。

埼玉産及び千葉産の出荷が平年よりやや少なめと見込まれることから、現在平均を上回っている価格
は、引き続き平均を上回って推移する見込み。

北海道産は、貯蔵ものの計画的な出荷となっており、L及びMサイズ中心の出荷となっているものの、作
柄は良好であったことから、引き続き平年並みの出荷の見込み。

北海道産の出荷は平年並みと見込まれるが、需要が底堅いことから、現在平均を上回っている価格は、
引き続き平均を上回って推移する見込み。

（参考）
過去５カ年
平均価格

東京都・大阪市場の
旬別価格

根
菜
類

青森産は、太物率が高いものの、降雪による収穫遅れで、貯蔵ものの残量が少ないことから、引き続き
平年よりやや少なめの出荷の見込み。茨城産は、生育は概ね順調であることから、引き続き平年並みの
出荷の見込み。

茨城産の出荷は平年並みと見込まれるものの、青森産の出荷が平年よりやや少なめと見込まれることか
ら、現在平均を上回っている価格は、引き続き平均を上回って推移する見込み。

愛知産は、11月以降の低温により生育遅れがみられることから、引き続き平年よりやや少なめの出荷の
見込み。香川産は、低温による生育遅れがみられるものの、ずれ込み出荷により、引き続き平年並みの
出荷の見込み。埼玉産は、12月以降の低温や干ばつ傾向の影響で生育が遅れていることから、引き続き
平年よりやや少なめの出荷の見込み。

香川産の出荷は平年並みと見込まれるものの、愛知産及び埼玉産の出荷が平年よりやや少なめの出荷と
見込まれることから、現在平均を上回っている価格は、引き続き平均を上回って推移する見込み。

                              生育及び価格の３月上旬までの見通し
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１ 平均価格は、過去５カ年（平成25～29年）の東京都及び大阪市中央卸売市場の価格。
２ 旬別価格は、上段は東京都中央卸売市場、下段は大阪市中央卸売市場であり、単位は円/ｋｇである。
３ 旬別価格の赤字及び青の背景は、平均価格と比較して150％以上のもの、太字及び赤の背景は平均価格を80％を下回るもの（消費税は除く）であるが、必ずしも事業が発動するとは限らないため、あくまで参考である。
４ 主産地は、東京都及び大阪市中央卸売市場への出荷の多い県名。（　）内は入荷シェアで平成28年実績である。

千葉産は、昨秋の台風とその後の長雨により播種できないほ場があり、また一部ほ場で低温により肥大
遅れが発生していることから、引き続き平年より少なめの出荷の見込み。

千葉産の出荷が平年より少なめと見込まれることから、現在平均を上回っている価格は、引き続き平均
を上回って推移する見込み。

かぶ
・270t
（76%）

青森(57)，茨城(16)

（参考）
過去５カ年
平均価格

平均価格

図１ はくさいの作付面積と出荷量

図３ はくさいの平成２８年月別入荷量

（東京都中央卸売市場）

図２ はくさいの産地別出荷量（平成２８年）

図４ 生鮮はくさいの輸入

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」 （原資料：図１、図２ 農林水産省「野菜生産出荷統計」 図３ 東京都中央卸売市場「市場統計情報月報」 図４ 財務省「日本貿易統計」）

今回は鍋物など寒い時期の食材として重

宝されるはくさいを紹介する。

日本への伝来

日本にはくさいが持ち込こまれた時期は、

明治初期（明治8年）と意外に新しく、大正時

代には全国に普及した。漬物としてたくさん

食べられていたが、近年は家庭での漬物を

作る機会が減ってきており、最近では生産

量の6割以上がキムチ等の漬物を含む加

工・業務用として消費されている。

主な特徴

はくさいには大きく分けて結球タイプ、半結

球タイプ、非結球タイプがあるが、現在日本

で流通しているのはほとんど結球タイプであ

る。はくさいの内側が黄色い色をした黄芯系

（円筒型）と呼ばれる品種が主流となってい

る。

生産状況等

「野菜生産出荷統計」によると、平成19年

に1万9000ヘクタールあった作付面積は、平

成28年には1万7000ヘクタールと徐々に減

少している。他方、出荷量は直近10年では

平成26年の73万7000トンと最も多いが、い

ずれの年も70万トンを超えており、単収の向

上により出荷量は維持している（図1）。28年

の産地別出荷量では最も多いのが茨城県

の22万4400トンで全国の31％を占めている。

2番目が長野県の19万8200トン（同28％）と

なっている（図2）。東京都中央卸売市場に

おける平成28年の入荷量は、秋から冬にか

けて多くなり、10月が1万8000トンと最も多く

なっている（図3）。「日本貿易統計」によると、

生鮮はくさいの輸入量は直近10年のうち平

成28年が2062トン、平成29年が2562トンと

増加した。国内産の不作の影響から国内価

格が上昇し、加工・業務用に増加したものみ

られる。
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22%

計 715.5千トン
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平成30年2月26日
独立行政法人農畜産業振興機構
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